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１． はじめに 

らくらく産地直販Ｒ６は、配送伝票（連続帳票／単票）の他に、Ａ４普通紙（請求書等の伝票、申込書、集計表など）、

はがき、封筒、郵便払込票等に印刷しますが、用紙の給紙方法やサイズが異なるため、ご使用になるプリンタの

プロパティを適切に設定する必要があります。 

本書は、プリンタの接続方法および設定方法について説明します。 

 

 

２． プリンタの接続方法 

パソコンとプリンタの接続は、①ＵＳＢケーブルで接続する方法、②無線ＬＡＮで接続する方法、③有線ＬＡＮ（ＬＡＮ

ケーブルで）接続する方法があります。 

本書では、ＵＳＢケーブルで接続する方法について説明します。 

無線ＬＡＮ・有線 LAN接続については、各機器のマニュアルを参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． プリンタの種類と印刷帳票 

プリンタは、普通紙に印刷できるインクジェットプリンタ／レーザープリンタ（通常プリンタと呼ぶ）と複写式配送伝

票に印刷するドットプリンタが必要です。（他システム連携のみの場合、ドットプリンタは不要です） 

郵便払込票は特殊サイズのため、印刷できるプリンタを選択し、用紙を登録する必要があります。 
 

３．１  通常プリンタ 

請求書と郵便払込票を印刷する場合は「給紙方法を２つ備えたプリンタ」を使用するか、プリンタを２台使用しま

す。本書では、前面カセットと背面トレイのあるインクジェットプリンタと前面カセットと前面トレイのあるレーザー

プリンタについて説明します。 

■ 前面カセットと背面トレイのあるインクジェットプリンタ  ・・・ CANON TS6130 等 

■ 前面カセットと前面トレイのあるレーザープリンタ ・・・・・・・・ EPSON LP-S180D 等 

請求書の用紙（Ａ４用紙 orＢ５用紙）はカセットにセットします。 

郵便払込票はトレイにセットしますが、プリンタの仕様により、印刷方向が異なります 

TS6130 の背面トレイで使用できる用紙 幅＝55mm～、長さ＝89mm～ ⇒ 用紙を横のまま印刷可能 

LP-S180Dのトレイで使用できる用紙 幅＝105mm～、長さ＝148mm～ ⇒ 用紙を縦にして印刷する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プリンタ 

デスクトップパソコン 

ＵＳＢケーブル 

EPSON LP-S180D 

トレイ 

カセット 

ノートパソコン 

Canon TS6130 

背面トレイ 

前面カセット 

ユーザ定義用紙をＯＳに設定する ユーザ定義用紙をプリンタドライバに設定する 
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３．２  ドットプリンタ 

複写式の配送伝票は、５～７枚の用紙がセットになっていて、ドットピンで叩くように印刷することで、カーボンで

下の用紙に写る仕組みになっています。 

プリンタによって、印刷能力（どのくらいの枚数の用紙（部数）に印刷できるか）が異なります。 

エプソンの VP-F2000は７部紙まで、VP-4300は８部紙まで印刷できます。 

VP-F2000は伝票に合わせて用紙の厚さをレバーで設定する必要がありますが、上位機種の VP-4300は用紙

の厚さを自動的に調整してくれる機能があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連続用紙は後ろから伝票の両端の穴（スプロケット）をトラクタ（用紙送り）に入れて、レバーで固定します。 

単票は、手差しトレイ（用紙ガイド）に用紙を置いて、両手で押し込んでセットします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ＜単票＞                             ＜連続帳票＞ 

                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

らくらく産地直販では帳票に合わせて自動的にプリンタ（給紙方法・用紙）を切り換えて印刷しますが、事前に、

帳票ごとにプリンタ名を登録する必要があります。 

プリンタの登録については、「取扱説明書（基本編）の５．２項 伝票・プリンタの登録」を参照してください。 

《注意》 Windows10 の WindowsUpdate により、プリンタの設定が初期化されてしまい、印刷できなくなることが

あります。その場合は、プリンタの設定をやり直してください。 

Epson VP-F2000 ７部紙まで Epson VP-4300 ８部紙まで 

連続帳票 

単票 
手差し 

トラクタフィード 

手差し 

プッシュトラクタ 

用紙厚調節レバー 
用紙厚調節レバー 

アジャストレバー 

レリースレバー 

用紙ガイド 

VP-F2000 
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４． プリンタの制御のしくみ 

「ハードウェア － ＯＳ － アプリケーション」 の３階層で、プリンタの設定が行えます。 

 
 

アプリケーション 

 

 

 

ＯＳ 

 

 

 

ハードウェア 

 

 

 

■ＯＳレベルで、給紙方法や用紙を指定しておくことにより、その都度アプリケーションで切り換えなくても、所定の

用紙に印刷することができます。 手間がかからず、操作ミスもなくなります。 

■ドットプリンタは、配送伝票専用にして、配送伝票毎に給紙方法と用紙サイズを設定します。 

そうすることにより、用紙ジャム等でプリンタの電源を OFF→ON しても、設定し直す必要がありません。 

■通常プリンタはプリンタの仕様に合わせて、「給紙方法と用紙サイズ」を設定する必要があります。 

カセットとトレイを有するプリンタの場合は、「請求書」はカセットのＡ４用紙に印刷し、トレイで「はがき、封筒、郵

便払込票」を印刷するように設定すると便利です。 

前面カセット２段のプリンタも使用可能ですが、「はがき、封筒、郵便払込票」を印刷する場合は、その都度、プリ

ンタのカセットのガイドを調整する必要があり、あまりお勧めできません。（１種類であれば問題ありません） 

 

５． プリンタのインストール 

プリンタを使用できるようにするために、パソコンにプリンタドライバをインストールします。 

詳細は、各プリンタの説明書（インストールマニュアル）を参照してください。 
 

【補足Ａ】 「デバイスとプリンタ」（インストールされているプリンタ）を表示する手順 

◇ Windows 7 Professional の場合 

「スタート － デバイスとプリンタ」 
 

◇ Windows 8 の場合 

「スタート － デバイスとプリンタ」 

◇ Windows10 Home/Pro の場合 

「スタート － コントロールパネル － ハードウェアとサウンド － プリンタ」 
 
「スタート － コントロールパネル（アイコン） － デバイスとプリンタ」 
 
※ コントロールパネルをタスクバーに入れておくと便利です 

  「スタート － Windows システムツール － コントロールパネル」 を選択し、 

  マウスを右クリックして、「その他 － タスクバーにピン留めする」 をクリックする 
 
《注意》 プリンタのインストールは「administrator」権限のユーザで行う必要があります。 

 

プリンタ（ハードウェア） 

ＯＳ（Ｗｉｎｄｏｗｓ） 

アプリケーション 

－１ 

アプリケーション 

－２ 

アプリケーションの印刷画面で、

必要に応じて、給紙方法や用紙

を切り換えます 

プリンタの操作パネルで、給紙

方法や用紙を指定します 

（できないプリンタもあります） 

プリンタをインストールする際

に、どのポートに接続するか、給

紙方法や用紙を指定します 
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６． 用紙の定義 

ＯＳにユーザ定義用紙を登録する場合について説明します。 

プリンタドライバに登録する場合は、プリンタの登録・設定の方で説明します。 

６．１  郵便払込票の定義 

（１）「コントロールパネル－デバイスとプリンタ」を開く 

設定を行うプリンタ「ＴＳ６１３０」をクリックし、ツールバーの「プリントサーバプロパティ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（２） 「用紙」タブをクリックし、「新しい用紙を作成する」にチェックして、用紙名に「郵便払込票 Y」と入力し、 

用紙サイズの幅＝「18.4cm」、高さ＝「11.4cm」と入力して、［用紙の保存］をクリックします。 
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（３） ［用紙の保存］をクリックすると、用紙が登録され、下記のような画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） ［閉じる］をクリックすると、「デバイスとプリンタ」の画面に戻ります。 
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６．２  配送伝票：ヤマト単票の定義 

（１）「コントロールパネル－デバイスとプリンタ」を開く 

設定を行うプリンタ「VP-F2000」をクリックし、ツールバーの「プリントサーバプロパティ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 「用紙」タブをクリックし、「新しい用紙を作成する」にチェックして、用紙名に「ヤマト単票」と入力し、 

用紙サイズの幅＝「23.0cm」、高さ＝「11.4cm」と入力して、［用紙の保存］をクリックします。 
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（３） ［用紙の保存］をクリックすると、用紙が登録され、下記のような画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） ［閉じる］をクリックすると、「デバイスとプリンタ」の画面に戻ります。 
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７． 通常プリンタの登録・設定 

配送伝票以外の帳票として下記の８種類があり、帳票ごとに印刷するプリンタを登録します。 

① 通常帳票（注文票、注文一覧、顧客一覧、商品一覧、集計表など、Ａ４普通紙） 

② 宛名ラベル（Ａ４ラベル紙） 

③ はがき（宛名面） 

④ 封筒（長形３号） 

⑤ 伝票＃１ ： 請求書（Ａ４普通紙） 

     ： 請求書＋郵便払込票 （一緒に印刷） 

⑥ 伝票＃２ ： 納品書・領収書等（Ａ４普通紙） など 

⑦ 伝票＃３ ： 郵便払込票（横 180mm×縦 114mm） 

⑧ 伝票＃４ ： 請求書、代引用納品書など   

⑨ 案内状・申込書（Ａ４普通紙） 

 
Lite版の場合、⑤・⑥・⑦は固定になります。⑧～⑨は未サポート。 

EX/Premium 版の場合は、伝票＃１～４まで自由に設定可能。 但し⑦に郵便払込票を設定します 
 
２種類の帳票、例えば、請求書（Ａ４用紙）と郵便払込票（180x114mm）を印刷する場合は、2 つ以上の用紙給紙の

あるプリンタを接続するか、２台のプリンタを接続します。 
 
郵便払込票は、特殊な用紙サイズなので、「ユーザ定義用紙」を登録します。 
 
＜ユーザ定義用紙の設定方法＞ 

プリンタドライバに用意されていない用紙サイズに印刷する場合、「Ａ．ＯＳにユーザ定義の用紙サイズを設定

する方法」と「Ｂ．プリンタドライバにユーザ定義サイズを設定する方法」があります。 

「ＴＳ６１３０」の場合は、Ａの方法で ・・・・ ７．１．３ 参照 

「LP-S180D」の場合は、Ｂの方法で ・・・ ７．２．３ 参照 

ユーザ定義サイズを設定します。 

 

昔の単純なプリンタの場合は、用紙サイズを登録しなくても、Ａ４用紙の一部分を印刷するイメージで、任意の用紙

サイズに印刷できましたが、最近のプリンタは厳格に用紙サイズをチェックしているようです。 

従って、用紙サイズを正しく登録する必要があります。 
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７．１  前面カセットと背面トレイのプリンタ 

ＣＡＮＯＮのＴＳ－６１３０は、前面カセットと背面トレイがあるので、前面カセットでＡ４用紙を、背面トレイではがき、

封筒、郵便払込票を印刷するように設定します。 

ｉＰ４３００（ＰＭ５００）の背面ＡＳＦは右側合わせなのに対して、ＴＳ－６１３０の背面トレイは中央合わせのため、 

用紙サイズをきちんと設定する必要があります。はがきや郵便払込票を印刷する場合、ｉＰ４３００ではＡ４用紙の一

部として印刷することも可能でしたが、ＴＳ－６１３０では用紙サイズを正確に指定する必要があります。 

はがきはプリンタのプロパティで選択できますが、郵便払込票は特殊なサイズなので「ユーザ定義」をします。 

 

７．１．１  既設のプリンタを「カセット」に設定する 

「スタート－デバイスとプリンタ」からプリンタのアイコンを表示する。（４ページの【補足Ａ】参照） 

① プリンタのアイコンを選択して、マウスの右ボタンをクリックして、「プリンタのプロパティ」をクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② プリンタ名を「Canon TS6000(カセット)」とし、「全般」タブの［基本設定］をクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マウスを右クリックして、 

プリンタのプロパティを 

クリックする 

５．３．２ 
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③ 「給紙方法」を「カセット」に設定する 

［クイック設定］をクリックして、給紙方法を「カセット」に設定する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《注意》 必要に応じて、用紙の種類、出力用紙サイズ、印刷品質を設定します。 

 （例えば、はがきの場合インクジェット用にするなど） 

 

④ ［ＯＫ］をクリックすると印刷設定の画面が閉じられ、プロパティの画面に戻る。 

 

⑤ ［ＯＫ］をクリックすると、「デバイスとプリンタ」の画面に戻る。 
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７．１．２  もう１台のプリンタを追加して、「後トレイ」に設定する 

（１） プリンタの追加   ＜Ｗｉｎｄｏｗｓ７の場合＞  

①【デバイスとプリンタ】の「プリンタの追加」をクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 既存のポート「ＬＰＴ１」（仮のポート）を選択して［次へ］をクリックする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 該当するプリンタ「CanonTS6000 Series」を選択して［次へ］をクリックする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

既に１度、プリンタをインストー

ル済みなので、自動インストー

ルはできない 

マニュアル操作で追加する 
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⑤ 「現在インストールされているドライバを使う」にチェックして［次へ］をクリックする  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ ドライバがインストールされる 

⑦ プリンタ名を「Canon TS6000 (後トレイ）」に変更して［次へ］をクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ プリンタの共用（ネットワークで共有する場合は共有するに）を指定して［次へ］をクリックする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プリンタの接続ポートを指定する 

（例． ＵＳＢ２） 
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⑨ ［テストページの印刷］をクリックして印刷されることを確認する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩ ［完了］をクリックすると「デバイスとプリンタ」に戻り新しいプリンタのアイコンが追加される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪ 新しく登録したプリンタのアイコンをクリックする 

マウスの右ボタンをクリックして、「プリンタのプロパティ」をクリックする。 
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⑫ 「全般」の［基本設定］をクリックする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑬ 「基本設定」タブの「給紙方法」を「カセット」に設定する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《注意》 必要に応じて、用紙の種類、印刷品質、用紙の種類（普通紙／インクジェット用など） 

も設定します。 （例えば、はがきの場合インクジェット用にする） 

 

⑭ ［ＯＫ］をクリックするとプリンタのプロパティ画面に戻る 
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⑮ 「ポート」タグをクリックして、ポートを MP500が接続されているＵＳＢポートに変更する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑯ ［ＯＫ］をクリックすると、デバイスとプリンタの画面に戻る。 

 

⑮ 「デバイスとプリンタ」の画面の右上の［×］をクリックして、画面を閉じる 

 

⑯ 再度、「デバイスとプリンタ」の画面を表示すると、「MP500 (ASF)」と「MP500 (カセット)」が 1 つのアイコン

にまとめられている。 マウスの右ボタンをクリックして、プリンタのプロパティを見ると、2つのプリンタがあ

ることがわかる。（同じポートなので１つにまとめられる） 
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７．２  前面カセットと前面トレイのプリンタ 

ＥＰＳＯＮのＬＰ－Ｓ１８０Ｄは、前面カセットと前面トレイがあるので、前面カセットでＡ４用紙を、前面トレイで郵便払

込票を印刷するように設定します。 

ＬＰ－Ｓ１８０Ｄのトレイは中央合わせで、用紙サイズを正確に指定する必要があります。 

郵便払込票は特殊なサイズなので「ユーザ定義用紙」を設定します。 

Ｗｉｎｄｏｗｓ１０の設定手順で説明します。 

 

７．２．１  既設のプリンタを「カセット」に設定する 

「スタート－デバイスとプリンタ」からプリンタのアイコンを表示する。（４ページの【補足Ａ】参照） 

① LP-S180Dのアイコンを選択し、マウスの右ボタンをクリックして、「プリンタのプロパティ」をクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 「全般」タブのプリンタ名を「LP-S180D(カセット)」とし、 

［基本設定］をクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マウスを右クリックして、 

プリンタのプロパティを 

クリックする 

５．３．２ 
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③ 「給紙方法」＝「用紙カセット 1」、用紙サイズ＝Ａ４」に設定する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《注意》 必要に応じて、用紙の種類、出力用紙サイズ、印刷品質を設定します。 

 （例えば、はがきの場合インクジェット用にするなど） 

 

④ ［ＯＫ］をクリックすると印刷設定の画面が閉じられ、プロパティの画面に戻る。 

 

⑤ ［ＯＫ］をクリックすると、「デバイスとプリンタ」の画面に戻る。 
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７．２．２  もう１台のプリンタを追加して、「トレイ」に設定する 

（１）プリンタの追加     ＜Ｗｉｎｄｏｗｓ１０の場合＞ 

①【デバイスとプリンタ】の「プリンタの追加」をクリックする。  
 
②「プリンタが一覧にない場合」をクリックする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 「ローカルプリンタ・・・を手動設定で追加する」にチェックして［次へ］をクリックする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 既存のポート：「ＬＰＴ１」（仮のポート）を選択して［次へ］をクリックする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

既にプリンタをインストール済みなので、 

自動インストールはできない 

マニュアル操作で追加する 
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⑤ 該当するプリンタ「EPSON LP-S180D」を選択して［次へ］をクリックする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 「現在インストールされているドライバを使う」にチェックして［次へ］をクリックする  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
⑦ プリンタを共有するにチェックし、プリンタ名を「LP-S180D (トレイ）」に変更して［次へ］をクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

LP-S180D(トレイ) 

プリンタの接続ポートを指定する 

（例． ＵＳＢ２） 
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⑧ プリンタの共用（ネットワークで共有する場合は共有するに）を指定して［次へ］をクリックする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ ［テストページの印刷］をクリックして印刷されることを確認する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩ ［完了］をクリックすると「デバイスとプリンタ」に戻り新しいプリンタのアイコンが追加される。 
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② 新しく登録したプリンタ「LP=S180D（トレイ）」のアイコンを選択し、マウスの右ボタンをクリックして、「プリン

タのプロパティ」をクリックする。 
 
⑮ 「ポート」タグをクリックして、ポートを LP-S180D が接続されているＵＳＢポートに変更する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑯ ［ＯＫ］をクリックすると「デバイスとプリンタ」の画面に戻る。 
 
⑰ 「デバイスとプリンタ」の画面の右上の［×］をクリックして、画面を閉じる 
 
⑱ 再度、「デバイスとプリンタ」の画面を表示すると、「LP-S180D (トレイ)」と「LP-S180D (カセット)」が 1 つの

アイコンにまとめられている。 マウスの右ボタンをクリックして、プリンタのプロパティを見ると、2 つのプリ

ンタがあることがわかる。（同じポートなので１つにまとめられる） 
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７．２．３  郵便払込票を設定する 

① 「デバイスとプリンタ」を開く  ⇒ 【補足Ａ】参照 
 
② 新しく登録したプリンタ「LP=S180D（トレイ）」のアイコンを選択し、 

マウスの右ボタンをクリックして、「プリンタのプロパティ」をクリックする。 
 
③ 「全般」の［基本設定］をクリックする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 「基本設定」タブの「給紙方法」を「MP トレイ」に設定する 
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⑤ 「用紙サイズ」の［▼］をクリックして「ユーザ定義サイズ」を選択すると、⑮のような画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 用紙サイズ名に「郵便払込票」と入力し、用紙幅＝「114mm」、用紙長＝「184mm」を設定し、［保存］をクリ

ックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
⑦ 「郵便払込票」というユーザ定義用紙が登録されるので、［ＯＫ］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

26 

⑧ 給紙方法＝「トレイ」に用紙サイズ＝「郵便払込票」に設定されるので、［ＯＫ］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《注意》 必要に応じて、用紙の種類（普通紙／インクジェット用など）、印刷品質を設定します。 
 
⑨ ［ＯＫ］をクリックするとプリンタのプロパティ画面に戻る 

 

⑩ 「デバイスとプリンタ」の画面の右上の［×］をクリックして、画面を閉じる 
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８． ドットプリンタの登録・設定 

Ｗｉｎｄｏｗｓ７の場合について、「Ｅｐｓｏｎ ＶＰ－Ｆ２０００」で２種類の配送伝票を連続帳票と単票で印刷する場合に

ついて説明します。 
 

８．１  プリンタの登録   

プリンタのマニュアルに従って、ＶＰ－Ｆ２０００を登録（インストール）します。 
 

８．１．１  既存のプリンタを「トラクタフィード」に設定する 

（１）「スタート－デバイスとプリンタ」をクリックして、プリンタのアイコンを表示する。 
 
（２）「VP-F2000」のアイコンを選択し、マウスの右ボタンをクリックして、「プリンタのプロパティ」をクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 「全般」タブをクリックして、プリンタ名を「VP-F2000（連続帳票）」に変更して、［基本設定］をクリックする。 
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（４） 「用紙/品質」タブで給紙方法を「トラクター」にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）［詳細設定］をクリックして、用紙サイズを「連続紙 12x5 inchi」に設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《注意》 用紙サイズ、余白等は、伝票毎に再度設定します。 
 

（６）［ＯＫ］をクリックするとプロパティの画面に戻ります。 
 

（７）［ＯＫ］をクリックすると「デバイスとプリンタ」の画面に戻ります。 
 

（８）「デバイスとプリンタ」フォルダを閉じる（右上の［×］をクリックする） 
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８．１．２  もう１台のプリンタを追加して、「手差し」に設定する 

（１）プリンタのインストール  

①【デバイスとプリンタ】の「プリンタの追加」をクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 既存のポート「ＬＰＴ１」（仮のポート）を選択して［次へ］をクリックする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 該当するプリンタ「EPSON VP-F2000 ESC/P」を選択して［次へ］をクリックする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

既に１度、プリンタをインストー

ル済みなので、自動インストー

ルはできない 

マニュアル操作で追加する 
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④ 「現在インストールされているドライバを使う」にチェックして［次へ］をクリックする  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ ドライバがインストールされる 

⑥ プリンタ名を「VP-F2000 （手差し）」に変更して［次へ］をクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ プリンタの共用（ネットワークで共有する場合は共有するに）を指定して［次へ］をクリックする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プリンタの接続ポートを指定する 

（例． ＵＳＢ２） 
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⑧ ［テストページの印刷］はしない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ ［完了］をクリックすると「デバイスとプリンタ」に戻り新しいプリンタのアイコンが追加される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪ 新しく登録したプリンタのアイコンをクリックして、 

マウスの右ボタンをクリックして、「プリンタのプロパティ」をクリックする。 
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⑫ 「全般」の［基本設定］をクリックする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑬ 「用紙/品質」タブの「給紙方法」を「手差し」に設定して、[詳細設定]をクリックします。 
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⑭ 用紙サイズ欄の［▼］をクリックして、「ヤマト単票」に設定し、［ＯＫ］をクリックします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑮ 印刷設定画面に戻るので、［ＯＫ］をクリックします。 

 

⑯ ［ポート］タブをクリックし、ポートを「ＵＳＢの VP-F2000」に変更して、［ＯＫ］をクリックします。 
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⑰ 「デバイスとプリンタ」の画面に戻るので、右上の［×］をクリックして、画面を閉じる 

 

⑱ 再度、「デバイスとプリンタ」の画面を表示すると、「VP-F2000 (連続帳票)」と「VP-F2000 (手差し)」が 1つ

のアイコンにまとめられている。 マウスの右ボタンをクリックして、プリンタのプロパティを見ると、2 つの

プリンタがあることがわかる。（同じポートなので１つにまとめられる） 
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８．２  配送伝票の設定 

使用する伝票毎に「給紙方法と用紙サイズ」を設定し、「印刷位置（余白）」を調整設定します。 

 

８．２．１  連続帳票の場合 

メインメニューの［配送伝票］ボタンをクリックすると、下記のような画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

複写伝票のリスト 

 

 

   内部伝票 

 

 

 

 

 

 

   外部伝票 ※EX/Premium 版 

 

 

 

 

 

 

「ゆうパック（Ｂ）２」伝票を連続帳票（トラクタフィード）で印刷する場合について説明します。 
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次の手順で、複写伝票の「伝票名、複写伝票、プリンタ」を登録します。 

 

① Ｆ１欄の配送伝票名に「ゆうパック」と入力して、複写伝票は「02ゆうパック（Ｂ）２ 商品３点」を選択して、Ｆ１の

有効にチェックします。 

 

② プリンタの［選択］ボタンをクリックすると、下記のような画面が表示されます。 

プリンタ欄の［▼］をクリックして、「VP-2000（連続帳票）」を選択して、［プロパティ］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 「用紙/品質」タブで給紙方法を「トラクター」にします。 
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④ ［詳細設定］をクリックして、用紙サイズを「連続紙 12x5 inch」に設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ ［ＯＫ］をクリックするとプリンタのプロパティの設定画面に戻ります 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

38 

⑥ ［ＯＫ］をクリックすると、印刷設定画面に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ ［印刷プレビュー］をクリックすると下記のような印刷プレビュー画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ ［ページ設定］ボタンをクリックして、「余白」タブの上余白と左余白を設定します。 
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⑨ ［ＯＫ］をクリックすると、印刷プレビュー画面に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩ ［印刷］をクリックすると印刷されます。 

 

⑪ 印刷結果を見て、⑧の手順で余白を調整します。 

 

《注意》 配送伝票を変更した場合は、再度 プリンタのプロパティを設定し直してください。 
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８．２．２  単票の場合 

メインメニューの［配送伝票］ボタンをクリックすると、下記のような画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

複写伝票のリスト 

 

 

   内部伝票 

 

 

 

 

 

 

   外部伝票 ※EX/Premium 版 

 

 

 

 

 

 

ヤマトのコレクト伝票を単票（手差し）で印刷する場合について説明します。 
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次の手順で、複写伝票の「伝票名、複写伝票、プリンタ」を登録します。 

 

① Ｆ２欄の配送伝票名に「ヤマト（コレクト）」と入力して、複写伝票は「02 ゆうパック（Ｂ）２ 商品３点」を選択して、

Ｆ２の有効にチェックします。 

 

② プリンタの［選択］ボタンをクリックすると、下記のような画面が表示されます。 

プリンタ欄の［▼］をクリックして、「VP-2000（単票）」を選択して、［プロパティ］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 「用紙/品質」タブで給紙方法を「手差し」にします。 
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④ 「ユーザ定義用紙」タブを選択し、ユーザ定義用紙を定義します 

用紙名に「ヤマト単票」と入力し、「幅＝23.0cm、高さ＝11.4cm」に設定して［用紙の保存］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ ユーザ定義用紙に「ヤマト単票」が登録れます。 
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⑥ ［詳細設定］をクリックして、用紙サイズを「連続紙 12x5 inch」に設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ ［ＯＫ］をクリックするとプリンタのプロパティの設定画面に戻ります 
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⑥ ［ＯＫ］をクリックすると、印刷設定画面に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ ［印刷プレビュー］をクリックすると下記のような印刷プレビュー画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ ［ページ設定］ボタンをクリックして、「余白」タブの上余白と左余白を設定します。 
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⑨ ［ＯＫ］をクリックすると、印刷プレビュー画面に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩ ［印刷］をクリックすると印刷されます。 

 

⑪ 印刷結果を見て、⑧の手順で余白を調整します。 

 

《注意》 配送伝票を変更した場合は、再度 プリンタのプロパティを設定し直してください。 
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ヤマト運輸を例に説明します 

メインメニューの［配送伝票］ボタンをクリックして、配送伝票を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ヤマト 通常便 商品３点」を選択して［伝票選択］ボタンをクリックします。 

メインメニューの複写式配送伝票の欄に《ヤマト 通常便 商品３点》と表示されます。 
 
［テスト印刷］ボタンをクリックして、印刷プレビュー画面を表示します。 
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ページ設定の［オプション］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ユーザ定義用紙」タグの用紙名に「ヤマト単票」、用紙のサイズ（幅＝22cm、高さ＝11.4cm）を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［用紙の保存］をクリックすると、用紙が登録されるので、［ＯＫ］をクリックします。 
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印刷設定の［用紙／品質］タブをクリックして、給紙方法を「手差し」に設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［詳細設定］をクリックして、用紙サイズを（４）で定義した用紙「ヤマト単票」に設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「余白」タブの上余白と左余白を設定します。（最初は 上=1.0cm、左=3.0cm 位にしてみます） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こちらからも設定可能 
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［ＯＫ］をクリックすると印刷プレビュー画面に戻るので、印刷イメージが正しいことを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配送伝票（単票）を用紙ガイドにセットすると、自動的に引き込まれます。 

 

［印刷］をクリックすると下記のような画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ＯＫ］をクリックすると印刷されます。 

印刷結果を見て、［テスト印刷］ボタンをクリックして、余白を調整して、印刷位置を調整します。 
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８．３  配送伝票の切り換え 

「配送伝票の設定」で、２つ以上の配送伝票を有効にした場合は、配送伝票の印刷時にどの伝票に印刷する

か選択する必要があります。 

 

３つの伝票（例えば、ゆうパック、ヤマト、佐川急便）を使用する場合、メインメニューは下記のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配送伝票を印刷する際に、下記のような伝票の選択画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《注意》 使用する全伝票について、給紙方法と用紙サイズ・余白を設定する必要があります。 

３つの配送伝票を使用する 

印刷する伝票を選択する 
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８．３．１  複数の連続帳票を切り替える 

３種類の配送伝票を連続帳票で印刷する場合、下記のように配送伝票を設定し、印刷するプリンタ（連続帳票）

を登録します。 

１台のプリンタで行う場合は、印刷する際に用紙が変わったら、用紙をセットし直す必要があり、大量の伝票印

刷には問題があります。 

３台のドットプリンタで各伝票を印刷する場合は、用紙をセットし直す必要はなくなります。 

印刷する伝票が多い場合は、複数台のドットプリンタで処理することをお勧めします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全て連続帳票 
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８．３．２  複数の単票を切り替える 

３種類の配送伝票を全て単票で印刷する場合、下記のように配送伝票を設定し、印刷するプリンタ（手差し）を

登録します。 

毎回、単票をプリンタにセットする必要があるため、大量の伝票印刷には向いていませんが、単純な操作で処

理することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全て単票 
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８．３．３  連続帳票と単票を切り替える 

使用する頻度が高い用紙を連続帳票にして、たまに印刷する伝票を単票で印刷することができます。 

１台のドットプリンタでも大量の伝票印刷が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《注意》 連続帳票の入れ換えはなくなるが、連続帳票と単票でレリースレバーの切り換えが必要になります。 

操作ミスがないように、手順をしっかり決めておくことが重要です。 

手順書を貼っておくことをお勧めします。 

 

 

連続帳票と単票が混在 
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